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日時 イベント 講師 定員 希望者数 参加者数
7月 8日（火） 和太鼓見学 ICU和太鼓部 30 名 42 名 30 名
7月 11 日（金）坐禅体験 観音院　
来馬正行住職
26 名 47 名 26 名
7月 15 日（火）いけばな 塚本草昌先生ほか 20 名 20 名 20 名





20 名 43 名 20 名
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7月 25 日（金）茶道 ICU茶道部 43 名 30 名 29 名
8月 1日（金） ジブリ美術館 55 名 41 名 41 名














7 月中の水曜日（7月 9日、16 日、23 日、30 日）の午後には、D館 1階ラウンジにて
日本人学生ボランティアを迎えての会話ラウンジを実施した。第１回目こそ参加者が少
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また、イベントへの参加を希望しながら定員オーバーで参加できない学生を減らすこ
とも考えていかなくてはいけない。文化プログラムの人員等々の諸条件からすぐには解
決することは難しいが、何等かの策を練ることは今後の課題の一つになりそうだ。
ともあれ、6週間という限られた時間の中で、サマーコース学生達は、文化プログラ
ムイベントや会話ラウンジに参加等するなかで日本人との交流を楽しみ、日本文化に触
れる貴重な経験を得ることができたようである。今回初めて文化プログラム主任として
SCJ に関わり、サマー参加学生たちが日本語の授業だけでなく、滞在中の様々な体験や
多くの日本人との出会いを通して「日本」を感じ学んでいることが実感できた。この場
を借りて、SCJ を支えてくださった多くの方々に心より感謝を申し上げたい。
